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第77号
香川県宇多津町うたづ議会だより

委員会審議「『ICT教育』パソコン購入」
町政を問う「奨学金の返済支援制度」ほか
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暑
い
季
節
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
暑
さ
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
こ
と
、
ま
た
、
大
雨
や
洪
水
に

対
し
て
も
備
え
が
必
要
で
す
。
普
段
の

夏
よ
り
気
苦
労
が
絶
え
な
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
熱
中
症
に
は
こ
ま
め
な
水

分
補
給
を
、
災
害
に
は
、
非
常
用
持
出

袋
な
ど
、
緊
急
時
の
備
え
を
日
ご
ろ
か

ら
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
対
策
し
、
こ

の
夏
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
ま
で
の
も
の
、
新
し
い
も
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
い
い
と
こ
ろ
を
新
し
い
生
活

様
式
に
合
わ
せ
て
、
町
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
神
出
　
佳
宏
）

議
会
広
報
特
別
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員
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委 
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長
　
大
黒
　
一
也

副
委
員
長
　
港
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本
　
祐
子

発
行
責
任
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議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

「議会だよりモニター中止」のお詫び
　昨年度募集しておりました「議会だよりモニター」に
つきましては、皆様からの幅広いご意見を伺えるよう、
規則等を再検討いたします。ご応募いただきました皆様
には、ご迷惑をおかけしまして申し訳ありませんでした。

表紙の説明

　感染予防に配慮した避

難所運営のため、避難所

で活用する間仕切りダン

ボールやテントの設営の

訓練に職員が取り組んで

いる写真です。
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定
例
会
報
告

議
員
の
賛
否

４
月
臨
時
会
報
告

町
政
を
問
う

審　議　案　件

令和元年度一般会計繰越明許費繰越計算書
令和元年度介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書
令和元年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書
専決処分（税条例の一部改正）
専決処分（後期高齢者医療に関する条例の一部改正）
専決処分（令和２年度一般会計補正予算（第２号））
専決処分（令和２年度一般会計補正予算（第３号））
令和２年度一般会計補正予算（第４号）
コミュニティバス運行条例の制定
新型コロナウイルス感染症対策基金条例の制定
介護保険条例の一部改正
固定系防災行政無線更新工事請負契約
農業委員会委員の任命（西山　修氏）
農業委員会委員の任命（大坂　秀美氏）
農業委員会委員の任命（宮本　政文氏）
農業委員会委員の任命（稲田　直樹氏）
農業委員会委員の任命（野田　勝彦氏）
農業委員会委員の任命（石川　浩氏）
農業委員会委員の任命（谷川　英昭氏）
農業委員会委員の任命（池田　香代子氏）
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西
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濵
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　保
夫

大
松
喜
次
郎

宮
本

　

   

隆

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

藍
川
佳
津
樹

審　議　案　件
専決処分（税条例の一部改正）
専決処分（国民健康保険税条例の一部改正）
令和２年度一般会計補正予算（第１号）
国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
宇多津町長、副町長、教育長の給与条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正

議
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神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

町政を問う （一般質問の件名）

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
し
、
報
告
３
件
、
承
認
４
件
、

補
正
予
算
を
含
む
議
案
５
件
、
人
事
案
件
８
件
の
20
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
月
８
日
と
９
日
に
行
わ
れ
、
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容

主
な
内
容

６
月
定
例
会

４
月
臨
時
会

　
主
な
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
山
こ
ど
も
園
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
億
１
２
５
１
万
円
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
保
護
者
の
対
応
や
施
工

会
社
の
人
員
確
保
の
困
難
化
、
材
料
の
確
保
の
遅

延
な
ど
で
繰
り
越
し
た
。
令
和
３
年
１
月
末
に
完

了
見
込
み
の
事
業
で
あ
る
。

デ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
外
壁
等
改
修

事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
５
０
万
円
）

　
令
和
元
年
度
補
助
事
業
と
し
て
内
定
を
う
け
、

令
和
２
年
度
に
施
行
す
る
た
め
に
繰
り
越
し
た
。

令
和
３
年
２
月
完
了
予
定
の
事
業
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
で
の
補
正
予
算
で
、

主
な
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

（
１
億
３
８
３
０
万
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
新
し
い
学

習
方
法
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
を
行
う

た
め
の
整
備
費
用
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
４
７
４
６
万
円
は

国
か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

令
和
元
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

主
な
内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
補
正

予
算
を
組
み
、
素
早
く
対
応
す
る
。

う
た
づ
っ
こ
応
援
給
付
金
給
付
事
業

　
０
歳
〜
高
校
生
一
人
に
つ
き
３
万
円
を
世
帯
ご
と
に

支
給
す
る
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
に
は

児
童
一
人
に
つ
き
５
万
円
を
支
給
す
る
。

飛
ま
つ
防
止
板
の
設
置

　
庁
舎
内
各
課
の
窓
口
に
、
飛
ま
つ
防
止
の
仕
切
り
版

を
設
置
す
る
。

マ
ス
ク
の
配
布

　
感
染
し
た
場
合
に
重
症
化
す
る
恐
れ
の
あ
る
75
歳
以

上
の
高
齢
者
、
及
び
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
マ
ス
ク

を
配
布
す
る
。
　
　

令
和
２
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　                  

（
１
億
１
３
５
７
万
円
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
１
億
５
２
９
２
万
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
、
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生
活
の

総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
目
的
で
基
金
条
例
を
制
定
し

た
。

全
会
一
致
で
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
条
例

◯は賛成、×は反対、欠は欠席

４月臨時会

６月本会議

・子どもたちの学習の保障を
・避難所のコロナ対策は

・コロナ関連の町独自の取り組みは
・高齢者のフレイル対策は

・災害時のコロナ感染症の対策は
・子宮頸がん予防ワクチンの周知は

・中長期財政計画の見直しについて
・臨海公園駐車場の管理運営について
・学校運営協議会設置の進捗状況について
・福祉タクシーの交付要件見直しについて

・介護予防・健康づくり交付金の活用を
・車道外側線の電柱が歩行者を妨げている

・新型コロナに対しての給付金による
　経済的緩和を
・町内事業者に対しての支援は

・新型コロナの対策対応は

・地方創生からみた奨学金の返済支援制度

・オストメイトに配慮したトイレを
・その後の、かかりつけ医の普及啓発は

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

港 　 一 紫

大黒 一也

（
２
億
２
５
０
８
万
円
）
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員
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４
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令和元年度介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書
令和元年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書
専決処分（税条例の一部改正）
専決処分（後期高齢者医療に関する条例の一部改正）
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介護保険条例の一部改正
固定系防災行政無線更新工事請負契約
農業委員会委員の任命（西山　修氏）
農業委員会委員の任命（大坂　秀美氏）
農業委員会委員の任命（宮本　政文氏）
農業委員会委員の任命（稲田　直樹氏）
農業委員会委員の任命（野田　勝彦氏）
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隆

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

藍
川
佳
津
樹

審　議　案　件
専決処分（税条例の一部改正）
専決処分（国民健康保険税条例の一部改正）
令和２年度一般会計補正予算（第１号）
国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
宇多津町長、副町長、教育長の給与条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正

議

　
　
　案

承
認

◯
◯
◯
◯
◯
◯
　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
　

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
　

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

町政を問う （一般質問の件名）

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
し
、
報
告
３
件
、
承
認
４
件
、

補
正
予
算
を
含
む
議
案
５
件
、
人
事
案
件
８
件
の
20
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
月
８
日
と
９
日
に
行
わ
れ
、
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容

主
な
内
容

６
月
定
例
会

４
月
臨
時
会

　
主
な
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
山
こ
ど
も
園
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
億
１
２
５
１
万
円
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
保
護
者
の
対
応
や
施
工

会
社
の
人
員
確
保
の
困
難
化
、
材
料
の
確
保
の
遅

延
な
ど
で
繰
り
越
し
た
。
令
和
３
年
１
月
末
に
完

了
見
込
み
の
事
業
で
あ
る
。

デ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
外
壁
等
改
修

事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
５
０
万
円
）

　
令
和
元
年
度
補
助
事
業
と
し
て
内
定
を
う
け
、

令
和
２
年
度
に
施
行
す
る
た
め
に
繰
り
越
し
た
。

令
和
３
年
２
月
完
了
予
定
の
事
業
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
で
の
補
正
予
算
で
、

主
な
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

（
１
億
３
８
３
０
万
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
新
し
い
学

習
方
法
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
を
行
う

た
め
の
整
備
費
用
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
４
７
４
６
万
円
は

国
か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

令
和
元
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

主
な
内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
補
正

予
算
を
組
み
、
素
早
く
対
応
す
る
。

う
た
づ
っ
こ
応
援
給
付
金
給
付
事
業

　
０
歳
〜
高
校
生
一
人
に
つ
き
３
万
円
を
世
帯
ご
と
に

支
給
す
る
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
に
は

児
童
一
人
に
つ
き
５
万
円
を
支
給
す
る
。

飛
ま
つ
防
止
板
の
設
置

　
庁
舎
内
各
課
の
窓
口
に
、
飛
ま
つ
防
止
の
仕
切
り
版

を
設
置
す
る
。

マ
ス
ク
の
配
布

　
感
染
し
た
場
合
に
重
症
化
す
る
恐
れ
の
あ
る
75
歳
以

上
の
高
齢
者
、
及
び
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
マ
ス
ク

を
配
布
す
る
。
　
　

令
和
２
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　                  

（
１
億
１
３
５
７
万
円
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
１
億
５
２
９
２
万
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
、
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生
活
の

総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
目
的
で
基
金
条
例
を
制
定
し

た
。

全
会
一
致
で
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
条
例

◯は賛成、×は反対、欠は欠席

４月臨時会

６月本会議

・子どもたちの学習の保障を
・避難所のコロナ対策は

・コロナ関連の町独自の取り組みは
・高齢者のフレイル対策は

・災害時のコロナ感染症の対策は
・子宮頸がん予防ワクチンの周知は

・中長期財政計画の見直しについて
・臨海公園駐車場の管理運営について
・学校運営協議会設置の進捗状況について
・福祉タクシーの交付要件見直しについて

・介護予防・健康づくり交付金の活用を
・車道外側線の電柱が歩行者を妨げている

・新型コロナに対しての給付金による
　経済的緩和を
・町内事業者に対しての支援は

・新型コロナの対策対応は

・地方創生からみた奨学金の返済支援制度

・オストメイトに配慮したトイレを
・その後の、かかりつけ医の普及啓発は

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

港 　 一 紫

大黒 一也

（
２
億
２
５
０
８
万
円
）
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一
般
質
問

中
谷
教
育
次
長

中
谷
教
育
次
長

問

問

地
方
創
生
か
ら
み
た
奨
学
金
の
返
済
支
援
制
度

井上　弘治　議員
いのうえ　　 こう  じ

　
　昨
年
よ
り
奨
学
金
制
度
の

議
論
が
あ
っ
た
。
更
に
堀
り
下

げ
る
た
め
、
尋
ね
る
。

日
本
学
生
支
援
機
構
と
地
方
創

生
本
部
が
連
携
。
『
奨
学
金
を

活
用
し
た
大
学
等
の
地
方
定
着

の
促
進
』
と
い
う
事
業
が
あ
る
。

こ
の
目
的
は
、
地
元
大
学
な
ど

を
卒
業
し
た
学
生
た
ち
を
地
元

に
就
業
。
都
市
部
に
進
学
し
た

学
生
た
ち
を
地
元
へ
の
就
職
。

地
方
定
着
の
政
策
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
有
効
な
政
策
と
し
て
奨

学
金
の
返
還
支
援
が
あ
る
。
こ

の
政
策
の
認
識
は
。

教
育
次
長

　制
度
化
を
進
め
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　  

　
対
象
者
や
住

所
移
転
の
有
無
な
ど
支
援
に

対
す
る
具
体
的
な
要
件
に
つ

い
て
協
議
研
究
し
　
町
に
と

っ
て
人
口
定
住
の
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
施
策
と
し
て
制
度
化

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
若
者
定
住
の

取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
認
識

し
て
い
る
。
大
学
生
な
ど
と
し

て
、
一
度
は
県
外
に
住
所
を
移

し
て
も
地
元
に
帰
っ
て
く
る
方

に
対
す
る
支
援
は
、
非
常
に
合

理
性
が
あ
る
。
就
学
前
か
ら
義

務
教
育
ま
で
本
町
の
子
育
て
支

援
を
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
い
、

大
学
な
ど
の
卒
業
後
は
、
地
元

就
業
や
家
庭
を
持
つ
事
に
も
繋

が
り
、
そ
の
成
果
は
町
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
で
あ
る
。

　
　本
町
は
香
川
短
期
大
学
、

四
国
医
療
専
門
学
校
が
あ
る
。

町
外
か
ら
若
者
の
定
住
化
が
他

の
市
町
よ
り
有
利
な
環
境
で
あ

る
。
奨
学
金
の
支
援
制
度
は
地

方
創
生
政
策
を
更
に
面
的
な
政

策
に
展
開
が
出
来
る
が
。

コミュニティバス試行運行
　高齢者が利用している手押し補助
車の持ち込みは可能か。
　補助車が搭載できるよう改造する
方向で進めている。

まちづくり課

Q

A

　乗降者の人数データを調べるのか。

　業者に委託して乗降人数は毎日、
意見アンケート調査も行う。

Q
A

『ＩＣＴ教育』パソコン購入
　オンライン授業にともなう教育だ
と思うが、環境整備のない家庭は。
　モバイルルーターの貸し出しを検
討している。
　ゆくゆくは環境整備をお願いした
い。

教育委員会

Q

　パソコンとは別にタブレットも購
入するのか。

Q

　どの様なソフトの選定を考えてい
るのか。

Q

A

　パソコンだがタブレットとしても
兼用できるものを予定している。
　低学年はタブレットで、ある程度
の学年になればキーボード使用を考
えている。

A

A

　パソコンの導入に合わせて、教師、
児童生徒は同じ学習支援ソフトを導
入する。

A

A

固定系防災行政無線スピーカー設置
　６か所設置予定だが、雨が強い時
にも、全域聞こえるのか。
　音の試験は３月に行っている。聞
こえるという結果は出ている。

危機管理課

Q

A

　それだけでカバーできるのか。
　防災ラジオ、町のホームページ、
携帯へのエリアメールなどと合わせ
て情報確認をお願いしたい。

Q
A

　現行の古いスピーカーは撤去する
のか。
　来年度１年間はバックアップとし
て置いておく。

Q

A

合同委員会総務建設常任委員会
『ＩＣＴ教育』パソコン購入
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一
般
質
問

中
谷
教
育
次
長

中
谷
教
育
次
長

問

問

地
方
創
生
か
ら
み
た
奨
学
金
の
返
済
支
援
制
度

井上　弘治　議員
いのうえ　　 こう  じ

　
　昨
年
よ
り
奨
学
金
制
度
の

議
論
が
あ
っ
た
。
更
に
堀
り
下

げ
る
た
め
、
尋
ね
る
。

日
本
学
生
支
援
機
構
と
地
方
創

生
本
部
が
連
携
。
『
奨
学
金
を

活
用
し
た
大
学
等
の
地
方
定
着

の
促
進
』
と
い
う
事
業
が
あ
る
。

こ
の
目
的
は
、
地
元
大
学
な
ど

を
卒
業
し
た
学
生
た
ち
を
地
元

に
就
業
。
都
市
部
に
進
学
し
た

学
生
た
ち
を
地
元
へ
の
就
職
。

地
方
定
着
の
政
策
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
有
効
な
政
策
と
し
て
奨

学
金
の
返
還
支
援
が
あ
る
。
こ

の
政
策
の
認
識
は
。

教
育
次
長

　制
度
化
を
進
め
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　  

　
対
象
者
や
住

所
移
転
の
有
無
な
ど
支
援
に

対
す
る
具
体
的
な
要
件
に
つ

い
て
協
議
研
究
し
　
町
に
と

っ
て
人
口
定
住
の
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
施
策
と
し
て
制
度
化

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
若
者
定
住
の

取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
認
識

し
て
い
る
。
大
学
生
な
ど
と
し

て
、
一
度
は
県
外
に
住
所
を
移

し
て
も
地
元
に
帰
っ
て
く
る
方

に
対
す
る
支
援
は
、
非
常
に
合

理
性
が
あ
る
。
就
学
前
か
ら
義

務
教
育
ま
で
本
町
の
子
育
て
支

援
を
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
い
、

大
学
な
ど
の
卒
業
後
は
、
地
元

就
業
や
家
庭
を
持
つ
事
に
も
繋

が
り
、
そ
の
成
果
は
町
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
で
あ
る
。

　
　本
町
は
香
川
短
期
大
学
、

四
国
医
療
専
門
学
校
が
あ
る
。

町
外
か
ら
若
者
の
定
住
化
が
他

の
市
町
よ
り
有
利
な
環
境
で
あ

る
。
奨
学
金
の
支
援
制
度
は
地

方
創
生
政
策
を
更
に
面
的
な
政

策
に
展
開
が
出
来
る
が
。

コミュニティバス試行運行
　高齢者が利用している手押し補助
車の持ち込みは可能か。
　補助車が搭載できるよう改造する
方向で進めている。

まちづくり課

Q

A

　乗降者の人数データを調べるのか。

　業者に委託して乗降人数は毎日、
意見アンケート調査も行う。

Q
A

『ＩＣＴ教育』パソコン購入
　オンライン授業にともなう教育だ
と思うが、環境整備のない家庭は。
　モバイルルーターの貸し出しを検
討している。
　ゆくゆくは環境整備をお願いした
い。

教育委員会

Q

　パソコンとは別にタブレットも購
入するのか。

Q

　どの様なソフトの選定を考えてい
るのか。

Q

A

　パソコンだがタブレットとしても
兼用できるものを予定している。
　低学年はタブレットで、ある程度
の学年になればキーボード使用を考
えている。

A

A

　パソコンの導入に合わせて、教師、
児童生徒は同じ学習支援ソフトを導
入する。

A

A

固定系防災行政無線スピーカー設置
　６か所設置予定だが、雨が強い時
にも、全域聞こえるのか。
　音の試験は３月に行っている。聞
こえるという結果は出ている。

危機管理課

Q

A

　それだけでカバーできるのか。
　防災ラジオ、町のホームページ、
携帯へのエリアメールなどと合わせ
て情報確認をお願いしたい。

Q
A

　現行の古いスピーカーは撤去する
のか。
　来年度１年間はバックアップとし
て置いておく。

Q

A

合同委員会総務建設常任委員会
『ＩＣＴ教育』パソコン購入
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問 問

問問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

中
谷
教
育
次
長

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
香
川
県
で
は
県
内
で
災
害

が
発
生
し
た
際
に
指
定
避
難
所

で
は
、
世
帯
ご
と
に
２
ｍ
以
上

の
間
隔
を
確
保
し
て
三
密
を
回

避
す
る
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
が
重
要
と
な
り
、
指
定

避
難
所
を
開
設
す
る
際
に
感
染

症
対
策
を
講
じ
る
よ
う
通
知
が

あ
り
、
そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
宇
多
津
町
で
は
考
え
て

い
る
か
。

　
ま
た
指
定
避
難
場
所
や
学
校

の
教
室
に
加
湿
空
気
清
浄
機
の

設
置
及
び
次
亜
塩
素
酸
水
等
の

加
湿
器
に
よ
る
散
霧
は
可
能
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
子
育
て

支
援
策
と
し
て
18
歳
以
下
の
子

供
が
い
る
世
帯
に
子
ど
も
一
人

あ
た
り
３
万
円
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
な

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
対
応
は

町
長

　平
時
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
の
居
住
地
の
安
全
性
を
確
認
す
る

　
　
　
　
　
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
避

難
所
の
開
設
数
を
増
や
す
な
ど
、

避
難
所
の
選
定
と
確
保
の
検
討
、

必
要
に
応
じ
て
、
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
や
テ
ン
ト
の
活
用
、
簡
易

ト
イ
レ
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等

の
物
資
、
資
機
材
の
確
保
、
住

民
の
周
知
・
啓
発
と
し
て
平
時

か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で

の
居
住
地
の
安
全
性
を
確
認
す

る
。

　
消
毒
液
に
つ
い
て
は
、
手
指

消
毒
用
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
と
は
結
ん
で
い
る
が
、

他
店
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
６
月
か
ら
、
町
内
の
小
中

学
校
で
も
登
校
が
再
開
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
全
国
的
な
流
行
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
学
習
の
機
会
を
奪

わ
れ
た
。
休
校
中
も
宿
題
は
出

さ
れ
て
い
た
が
、
家
庭
に
よ
り

学
習
環
境
に
は
差
が
あ
り
、
学

力
差
が
心
配
さ
れ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
学
習
の
保
障
を
ど
う
す

　
　
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、

国
は
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策

に
つ
い
て
の
留
意
事
項
を
示
し

た
。
町
内
の
避
難
所
の
コ
ロ
ナ

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
三
密
を
避
け
る
た
め
、

可
能
な
限
り
多
く
の
避
難
所
を

開
設
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
町

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
保
障
を

町
長

　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
早
期
実
現
を
目
指
す

避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

危
機
管
理
課
長

　避
難
所
を
増
や
し
、
間
仕
切
り
を
準
備
す
る

で
は
町
内
７
か
所
の
高
台
に
あ

る
寺
社
や
短
大
・
専
門
学
校
と

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、

物
資
の
備
蓄
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
所

で
の
三
密
を
避
け
る
た
め
、
保

健
セ
ン
タ
ー
開
設
後
に
鍋
谷
・

坂
下
西
に
加
え
、
大
橋
コ
ミ
ュ

る
の
か
。
ま
た
、
第
２
波
が
来

た
場
合
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
状
況
に
応
じ
て
対

応
す
る
。
学
校
休
業
を
想
定
し

た
場
合
、
自
宅
学
習
が
で
き
る

宿
題
を
出
し
、
分
散
登
校
日
や

郵
送
で
追
加
配
布
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
早
期
実
現
の

た
め
、
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
学
習
支
援
ソ
フ
ト
の

導
入
を
考
え
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
り
、
学
習
の
保

障
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
の
休
業

中
は
小
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
た
。
今
後
、
必
要
な
授
業
時

間
を
確
保
し
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
に
確
か
な
学
力
が
定
着
す

る
よ
う
丁
寧
な
指
導
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で
も

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
前

年
同
月
よ
り
８
件
増
加
し
て
い

る
。
個
別
に
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
た
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用

に
つ
い
て
は
教
育
員
会
と
協
議

す
る
。

テ
ー
ブ
ル
・
ド
ア
な
ど
消
毒
払

拭
と
手
指
消
毒
兼
用
に
水
成
二

酸
化
塩
素
を
使
用
し
て
い
る
、

次
亜
塩
素
酸
水
に
つ
い
て
は
本

町
で
は
導
入
し
て
い
な
い
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
見
解
で
消
毒
剤
を
人
体

に
噴
霧
す
る
こ
と
は
推
奨
さ
れ

な
い
と
の
こ
と
で
現
在
加
湿
器

に
水
を
入
れ
て
噴
霧
す
る
事
で
、

保
湿
に
よ
る
殺
菌
効
果
を
期
待

し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
か
か
る

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
よ
り

休
業
や
失
業
で
生
活
資
金
に
困

っ
て
い
る
方
、
国
、
当
町
よ
り

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
影
響
を

緩
和
す
る
目
的
で
交
付
し
て
い

る
、
ま
た
総
合
的
な
観
点
か
ら

高
齢
者
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

ニ
テ
ィ
ー
分
館
の
開
設
も
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
所
用

テ
ン
ト
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
間
仕

切
り
を
50
組
ず
つ
購
入
予
定
。

７
か
所
の
寺
社
や
香
川
短
期
大

学
・
四
国
医
療
専
門
学
校
に
は

避
難
所
開
設
時
に
毛
布
な
ど
を

配
布
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　
虐
待
な
ど
は
増
え
て
い
な

い
の
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

は
。

　
　
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
大
型
店

と
の
災
害
協
定
は
。

ど
の
世
帯
に
子
ど
も
一
人
あ
た

り
５
万
円
の
う
た
づ
っ
こ
応
援

給
付
金
を
支
給
し
た
が
、
後
期

高
齢
者
の
方
々
に
対
し
町
独
自

の
支
援
策
は
あ
る
か
。
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問 問

問問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

中
谷
教
育
次
長

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
香
川
県
で
は
県
内
で
災
害

が
発
生
し
た
際
に
指
定
避
難
所

で
は
、
世
帯
ご
と
に
２
ｍ
以
上

の
間
隔
を
確
保
し
て
三
密
を
回

避
す
る
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
が
重
要
と
な
り
、
指
定

避
難
所
を
開
設
す
る
際
に
感
染

症
対
策
を
講
じ
る
よ
う
通
知
が

あ
り
、
そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
宇
多
津
町
で
は
考
え
て

い
る
か
。

　
ま
た
指
定
避
難
場
所
や
学
校

の
教
室
に
加
湿
空
気
清
浄
機
の

設
置
及
び
次
亜
塩
素
酸
水
等
の

加
湿
器
に
よ
る
散
霧
は
可
能
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
子
育
て

支
援
策
と
し
て
18
歳
以
下
の
子

供
が
い
る
世
帯
に
子
ど
も
一
人

あ
た
り
３
万
円
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
な

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
対
応
は

町
長

　平
時
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
の
居
住
地
の
安
全
性
を
確
認
す
る

　
　
　
　
　
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
避

難
所
の
開
設
数
を
増
や
す
な
ど
、

避
難
所
の
選
定
と
確
保
の
検
討
、

必
要
に
応
じ
て
、
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
や
テ
ン
ト
の
活
用
、
簡
易

ト
イ
レ
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等

の
物
資
、
資
機
材
の
確
保
、
住

民
の
周
知
・
啓
発
と
し
て
平
時

か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で

の
居
住
地
の
安
全
性
を
確
認
す

る
。

　
消
毒
液
に
つ
い
て
は
、
手
指

消
毒
用
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
と
は
結
ん
で
い
る
が
、

他
店
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
６
月
か
ら
、
町
内
の
小
中

学
校
で
も
登
校
が
再
開
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
全
国
的
な
流
行
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
学
習
の
機
会
を
奪

わ
れ
た
。
休
校
中
も
宿
題
は
出

さ
れ
て
い
た
が
、
家
庭
に
よ
り

学
習
環
境
に
は
差
が
あ
り
、
学

力
差
が
心
配
さ
れ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
学
習
の
保
障
を
ど
う
す

　
　
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、

国
は
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策

に
つ
い
て
の
留
意
事
項
を
示
し

た
。
町
内
の
避
難
所
の
コ
ロ
ナ

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
三
密
を
避
け
る
た
め
、

可
能
な
限
り
多
く
の
避
難
所
を

開
設
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
町

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
保
障
を

町
長

　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
早
期
実
現
を
目
指
す

避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

危
機
管
理
課
長

　避
難
所
を
増
や
し
、
間
仕
切
り
を
準
備
す
る

で
は
町
内
７
か
所
の
高
台
に
あ

る
寺
社
や
短
大
・
専
門
学
校
と

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、

物
資
の
備
蓄
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
所

で
の
三
密
を
避
け
る
た
め
、
保

健
セ
ン
タ
ー
開
設
後
に
鍋
谷
・

坂
下
西
に
加
え
、
大
橋
コ
ミ
ュ

る
の
か
。
ま
た
、
第
２
波
が
来

た
場
合
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
状
況
に
応
じ
て
対

応
す
る
。
学
校
休
業
を
想
定
し

た
場
合
、
自
宅
学
習
が
で
き
る

宿
題
を
出
し
、
分
散
登
校
日
や

郵
送
で
追
加
配
布
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
早
期
実
現
の

た
め
、
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
学
習
支
援
ソ
フ
ト
の

導
入
を
考
え
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
り
、
学
習
の
保

障
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
の
休
業

中
は
小
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
た
。
今
後
、
必
要
な
授
業
時

間
を
確
保
し
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
に
確
か
な
学
力
が
定
着
す

る
よ
う
丁
寧
な
指
導
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で
も

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
前

年
同
月
よ
り
８
件
増
加
し
て
い

る
。
個
別
に
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
た
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用

に
つ
い
て
は
教
育
員
会
と
協
議

す
る
。

テ
ー
ブ
ル
・
ド
ア
な
ど
消
毒
払

拭
と
手
指
消
毒
兼
用
に
水
成
二

酸
化
塩
素
を
使
用
し
て
い
る
、

次
亜
塩
素
酸
水
に
つ
い
て
は
本

町
で
は
導
入
し
て
い
な
い
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
見
解
で
消
毒
剤
を
人
体

に
噴
霧
す
る
こ
と
は
推
奨
さ
れ

な
い
と
の
こ
と
で
現
在
加
湿
器

に
水
を
入
れ
て
噴
霧
す
る
事
で
、

保
湿
に
よ
る
殺
菌
効
果
を
期
待

し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
か
か
る

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
よ
り

休
業
や
失
業
で
生
活
資
金
に
困

っ
て
い
る
方
、
国
、
当
町
よ
り

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
影
響
を

緩
和
す
る
目
的
で
交
付
し
て
い

る
、
ま
た
総
合
的
な
観
点
か
ら

高
齢
者
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

ニ
テ
ィ
ー
分
館
の
開
設
も
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
所
用

テ
ン
ト
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
間
仕

切
り
を
50
組
ず
つ
購
入
予
定
。

７
か
所
の
寺
社
や
香
川
短
期
大

学
・
四
国
医
療
専
門
学
校
に
は

避
難
所
開
設
時
に
毛
布
な
ど
を

配
布
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

　
　
虐
待
な
ど
は
増
え
て
い
な

い
の
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

は
。

　
　
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
大
型
店

と
の
災
害
協
定
は
。

ど
の
世
帯
に
子
ど
も
一
人
あ
た

り
５
万
円
の
う
た
づ
っ
こ
応
援

給
付
金
を
支
給
し
た
が
、
後
期

高
齢
者
の
方
々
に
対
し
町
独
自

の
支
援
策
は
あ
る
か
。
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問問 一
般
質
問

一
般
質
問

森
地
域
整
備
課
主
幹

谷
川
町
長

問

問

問 浅
野
総
務
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

　
　
厚
労
省
は
、
高
齢
者
の
自

立
支
援
や
重
度
化
防
止
な
ど
の

取
り
組
み
を
点
数
化
し
、
点
数

に
応
じ
た
金
額
を
自
治
体
へ
交

付
す
る
「
保
険
者
機
能
強
化
推

進
交
付
金
」
を
18
年
度
に
創
設

し
た
。
19
年
度
の
市
町
村
の
全

国
平
均
点
は
４
２
８
・
６
点
。

本
町
は
何
点
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

　
　
歩
道
の
な
い
町
道
で
、
車

道
外
側
線
を
引
い
た
道
路
が
数

本
あ
る
。
そ
の
路
側
帯
に
あ
る

電
柱
が
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
が
。
道
路
の
拡

張
は
難
し
い
。
所
に
よ
っ
て
は

歩
行
者
の
安
全
面
か
ら
、
車
両

の
速
度
を
低
減
す
る
ド
ッ
ト
ラ

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
交
付
金
の
活
用
を

保
健
福
祉
課
長

　認
知
症
予
防
三
位
一
体
推
進
事
業
に
取
り
組
む

車
道
外
側
線
の
電
柱
が
歩
行
者
を
妨
げ
て
い
る

地
域
整
備
課
主
幹

　原
則
と
し
て
道
路
内
に
設
置
し
な
い
よ
う
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
肩
内

の
電
柱
に
つ
い
て
は
、
道
路
の

敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に

や
む
を
得
ず
設
置
さ
れ
て
い
る
。

申
請
者
に
よ
り
、
道
路
占
用
許

可
申
請
に
よ
る
許
可
を
受
け
た

上
で
の
設
置
で
あ
る
。
ド
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
設
置
に

よ
り
騒
音
な
ど
が
周
辺
環
境
に

与
え
る
影
響
も
考
慮
し
た
結
果
、

現
状
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
未
曾
有
の
臨
時
財
政
支
出

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
も

必
須
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
て
の
財
政
計
画
の
見
直

し
を
早
期
に
取
り
掛
か
か
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い

か
が
お
考
え
か
。

　
　
水
族
館
オ
ー
プ
ン
が
延
期

と
な
り
、
対
策
を
考
え
る
時
間

が
増
え
た
が
、
新
た
な
具
体
案

は
出
て
き
た
か
。

中
長
期
財
政
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

総
務
課
長

　状
況
に
応
じ
て
適
切
に
見
直
し
を
図
っ
て
行
き
た
い

　
　
国
を
始
め
コ
ロ
ナ
の
災
い

を
理
由
に
施
策
の
白
紙
委
任
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
以
後
の
財
政
計
画
見
直
し
に

つ
い
て
は
覚
悟
が
必
要
。
毎
年

の
予
算
編
成
で
は
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
説
か
れ
て
い

る
が
、
趣
旨
が
履
行
さ
れ
た
と

思
え
る
機
会
に
出
あ
っ
た
事
が

な
い
。
こ
こ
で
は
具
体
的
な
事

業
名
は
差
し
控
え
る
が
、
事
業

評
価
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
覚
悟

を
も
っ
て
取
組
ま
れ
た
い
。

臨
海
公
園
駐
車
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

地
域
整
備
課
主
幹

　本
来
の
目
的
に
叶
う
利
用
確
保
に
努
め
る

　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策

で
は
国
の
施
策
と
は
別
に
、
町

独
自
の
施
策
を
鋭
意
実
施
し
て

お
り
、
財
源
は
緊
急
的
措
置
と

し
て
多
額
の
一
般
財
源
を
投
入

し
た
。
一
方
で
今
後
の
税
収
減

は
必
至
で
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
る
。
中
期
財
政
計
画
に

つ
い
て
は
、
先
行
き
不
透
明
な

中
で
策
定
に
は
大
変
苦
慮
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
状
況
に
応
じ

て
適
切
に
見
直
し
を
図
っ
て
行

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
駐

車
場
は
現
在
も
閉
鎖
を
継
続
中

で
あ
る
。
こ
の
間
、
四
国
水
族

館
と
の
協
議
で
誘
導
看
板
や
公

園
入
り
口
の
交
通
誘
導
員
の
配

置
を
要
請
し
て
い
る
。
解
除
と

な
れ
ば
、
純
粋
に
公
園
利
用
者

の
利
便
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

町
・
指
定
管
理
者
・
水
族
館
の

三
者
で
全
体
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー

　
　
　
　
　
今
後
コ
ロ
ナ
関
連

の
経
費
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
事

態
を
見
極
め
な
が
ら
随
時
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

ル
を
図
り
、
臨
海
公
園
無
料
駐

車
場
を
本
来
の
目
的
に
叶
う
利

用
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
。

止
め
て
い
る
の
か
。

　
20
年
度
は
、
こ
の
交
付
金
と

は
別
に
「
介
護
保
険
保
険
者
努

力
支
援
交
付
金
」
の
枠
１
９
０

億
円
を
設
け
て
、
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
よ
り
重

視
す
る
。
今
後
、
何
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
19
年
度

の
本
町
の
点
数
は
４
２
３
点
で
、

県
内
市
町
で
は
３
位
、
町
で
は

１
位
。
全
国
的
に
見
る
と
中
位

以
下
で
、
更
な
る
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
努
力
支
援
交
付
金
に
該
当
す

る
重
要
な
項
目
は
、
次
の
通
り

実
施
す
る
。
こ
の
度
、
県
の
認

知
症
対
策
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ

る
「
認
知
症
予
防
三
位
一
体
推

進
事
業
」
に
取
り
組
む
。
事
業

の
中
で
、
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
理
解
の
普
及
啓
発
や
住
民

主
体
に
よ
る
地
域
の
身
近
な
居

場
所
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防

に
つ
な
が
る
口
腔
機
能
の
向
上

や
栄
養
状
態
の
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

イ
ン
（
破
線
で
車
線
を
狭
く
見

せ
る
）
設
置
は
ど
う
か
。
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問問 一
般
質
問

一
般
質
問

森
地
域
整
備
課
主
幹

谷
川
町
長

問

問

問 浅
野
総
務
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

　
　
厚
労
省
は
、
高
齢
者
の
自

立
支
援
や
重
度
化
防
止
な
ど
の

取
り
組
み
を
点
数
化
し
、
点
数

に
応
じ
た
金
額
を
自
治
体
へ
交

付
す
る
「
保
険
者
機
能
強
化
推

進
交
付
金
」
を
18
年
度
に
創
設

し
た
。
19
年
度
の
市
町
村
の
全

国
平
均
点
は
４
２
８
・
６
点
。

本
町
は
何
点
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

　
　
歩
道
の
な
い
町
道
で
、
車

道
外
側
線
を
引
い
た
道
路
が
数

本
あ
る
。
そ
の
路
側
帯
に
あ
る

電
柱
が
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
が
。
道
路
の
拡

張
は
難
し
い
。
所
に
よ
っ
て
は

歩
行
者
の
安
全
面
か
ら
、
車
両

の
速
度
を
低
減
す
る
ド
ッ
ト
ラ

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
交
付
金
の
活
用
を

保
健
福
祉
課
長

　認
知
症
予
防
三
位
一
体
推
進
事
業
に
取
り
組
む

車
道
外
側
線
の
電
柱
が
歩
行
者
を
妨
げ
て
い
る

地
域
整
備
課
主
幹

　原
則
と
し
て
道
路
内
に
設
置
し
な
い
よ
う
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
肩
内

の
電
柱
に
つ
い
て
は
、
道
路
の

敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に

や
む
を
得
ず
設
置
さ
れ
て
い
る
。

申
請
者
に
よ
り
、
道
路
占
用
許

可
申
請
に
よ
る
許
可
を
受
け
た

上
で
の
設
置
で
あ
る
。
ド
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
設
置
に

よ
り
騒
音
な
ど
が
周
辺
環
境
に

与
え
る
影
響
も
考
慮
し
た
結
果
、

現
状
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
未
曾
有
の
臨
時
財
政
支
出

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
も

必
須
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
て
の
財
政
計
画
の
見
直

し
を
早
期
に
取
り
掛
か
か
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い

か
が
お
考
え
か
。

　
　
水
族
館
オ
ー
プ
ン
が
延
期

と
な
り
、
対
策
を
考
え
る
時
間

が
増
え
た
が
、
新
た
な
具
体
案

は
出
て
き
た
か
。

中
長
期
財
政
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

総
務
課
長

　状
況
に
応
じ
て
適
切
に
見
直
し
を
図
っ
て
行
き
た
い

　
　
国
を
始
め
コ
ロ
ナ
の
災
い

を
理
由
に
施
策
の
白
紙
委
任
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
以
後
の
財
政
計
画
見
直
し
に

つ
い
て
は
覚
悟
が
必
要
。
毎
年

の
予
算
編
成
で
は
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
説
か
れ
て
い

る
が
、
趣
旨
が
履
行
さ
れ
た
と

思
え
る
機
会
に
出
あ
っ
た
事
が

な
い
。
こ
こ
で
は
具
体
的
な
事

業
名
は
差
し
控
え
る
が
、
事
業

評
価
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
覚
悟

を
も
っ
て
取
組
ま
れ
た
い
。

臨
海
公
園
駐
車
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

地
域
整
備
課
主
幹

　本
来
の
目
的
に
叶
う
利
用
確
保
に
努
め
る

　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策

で
は
国
の
施
策
と
は
別
に
、
町

独
自
の
施
策
を
鋭
意
実
施
し
て

お
り
、
財
源
は
緊
急
的
措
置
と

し
て
多
額
の
一
般
財
源
を
投
入

し
た
。
一
方
で
今
後
の
税
収
減

は
必
至
で
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
る
。
中
期
財
政
計
画
に

つ
い
て
は
、
先
行
き
不
透
明
な

中
で
策
定
に
は
大
変
苦
慮
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
状
況
に
応
じ

て
適
切
に
見
直
し
を
図
っ
て
行

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
駐

車
場
は
現
在
も
閉
鎖
を
継
続
中

で
あ
る
。
こ
の
間
、
四
国
水
族

館
と
の
協
議
で
誘
導
看
板
や
公

園
入
り
口
の
交
通
誘
導
員
の
配

置
を
要
請
し
て
い
る
。
解
除
と

な
れ
ば
、
純
粋
に
公
園
利
用
者

の
利
便
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

町
・
指
定
管
理
者
・
水
族
館
の

三
者
で
全
体
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー

　
　
　
　
　
今
後
コ
ロ
ナ
関
連

の
経
費
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
事

態
を
見
極
め
な
が
ら
随
時
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

ル
を
図
り
、
臨
海
公
園
無
料
駐

車
場
を
本
来
の
目
的
に
叶
う
利

用
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
。

止
め
て
い
る
の
か
。

　
20
年
度
は
、
こ
の
交
付
金
と

は
別
に
「
介
護
保
険
保
険
者
努

力
支
援
交
付
金
」
の
枠
１
９
０

億
円
を
設
け
て
、
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
よ
り
重

視
す
る
。
今
後
、
何
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
19
年
度

の
本
町
の
点
数
は
４
２
３
点
で
、

県
内
市
町
で
は
３
位
、
町
で
は

１
位
。
全
国
的
に
見
る
と
中
位

以
下
で
、
更
な
る
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
努
力
支
援
交
付
金
に
該
当
す

る
重
要
な
項
目
は
、
次
の
通
り

実
施
す
る
。
こ
の
度
、
県
の
認

知
症
対
策
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ

る
「
認
知
症
予
防
三
位
一
体
推

進
事
業
」
に
取
り
組
む
。
事
業

の
中
で
、
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
理
解
の
普
及
啓
発
や
住
民

主
体
に
よ
る
地
域
の
身
近
な
居

場
所
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防

に
つ
な
が
る
口
腔
機
能
の
向
上

や
栄
養
状
態
の
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

イ
ン
（
破
線
で
車
線
を
狭
く
見

せ
る
）
設
置
は
ど
う
か
。
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問 問

問

問

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

問

井
原
健
康
増
進
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

問

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
の
第
２
波
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
。
加
え
て
、
い
つ
地
震
が

お
き
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
の

中
避
難
者
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

や
十
分
な
換
気
、
間
仕
切
り
な

ど
災
害
時
の
感
染
症
対
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
本
町
の

「
地
域
防
災
計
画
」
に
避
難
所

災
害
時
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
は

危
機
管
理
課
長

　国
や
県
に
合
わ
せ
地
域
防
災
計
画
に
修
正
を
加
え
て
い
く

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
は

健
康
増
進
課
長

　中
学
１
年
生
の
春
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
る

　
　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
町
独
自
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
い
ち
早

く
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
日
本

共
産
党
は
感
謝
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
時
点
で
国
や
県
の
取

り
組
み
が
及
ば
ず
、
町
内
で
も

ま
だ
ま
だ
支
援
を
必
要
と
す
る

声
が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
第
２
波
へ
の
対
応
も
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
声
に
町

は
ど
う
応
え
る
か
。

　
　
高
齢
者
は
コ
ロ
ナ
自
粛
で

運
動
機
会
が
減
り
、
フ
レ
イ
ル

の
方
が
増
え
て
い
る
。
フ
レ
イ

ル
は
活
動
の
低
下
や
認
知
症
で

日
常
生
活
へ
支
障
を
き
た
し
、

さ
ら
に
多
く
の
支
援
を
必
要
と

す
る
。
予
防
や
改
善
の
た
め
、

コ
ロ
ナ
関
連
の
町
独
自
の
取
り
組
み
は

町
長

　そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
連
携
を
担
い
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
く

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
は

保
健
福
祉
課
長

　万
全
の
感
染
対
策
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

で
の
感
染
症
対
策
を
加
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の

地
域
防
災
計
画
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す

る
避
難
者
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

や
間
仕
切
り
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
記
載
は
な
い
が
、
現

在
国
や
県
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時

に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

や
女
性
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
配
慮
し
避
難
所
を
運
営

し
て
い
く
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
は
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
感

染
が
主
な
原
因
で
、
こ
の
感
染

を
予
防
す
る
た
め
に
は
Ｈ
Ｐ
Ⅴ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
と
な

る
。
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
小

学
６
年
生
〜
高
校
１
年
生
を
対

象
と
し
て
定
期
接
種
と
な
り
公

費
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
２
０
１
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
種
が

推
奨
さ
れ
る
年
齢
と
な
る
中
学

１
年
生
の
春
に
１
度
だ
け
厚
労

省
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
予
診
票
を
同
封
し
送
付
し
て

い
る
。
接
種
率
は
現
在
１
割
以

下
で
か
な
り
低
い
接
種
率
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
本
町
で
は
早
急
に

実
施
を
要
す
る
経
済
的
影
響
へ

の
緩
和
対
策
に
応
援
給
付
金
事

業
を
、
商
工
業
者
等
の
今
後
の

経
済
拡
大
対
策
に
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
販
売
事
業
を
位
置
づ
け

て
い
る
。

　
国
も
様
々
な
支
援
施
策
や
救

援
措
置
を
打
ち
出
す
が
、
実
施

の
ス
ピ
ー
ド
に
少
々
感
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
国
や
県
に
速
や

か
な
実
施
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
提
案
内
容
は
町
村

長
会
、
市
長
会
連
名
の
陳
情
で

県
へ
要
望
し
て
い
る
。
県
主
導

で
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
学
校
現
場
で
も
柔

軟
に
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
２
月

か
ら
各
種
教
室
の
休
止
、
自
粛

を
お
願
い
し
、
代
わ
り
に
自
宅

で
で
き
る
ミ
ニ
版
ま
ん
で
が
ん

　
　
女
性
目
線
に
立
っ
た
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
考
え
を
尋
ね

る
。

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

体
操
の
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
し
、
ま
た
、
口
腔
の

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
、
「
あ

い
う
べ
体
操
」
の
チ
ラ
シ
を
作

成
し
て
周
知
し
て
き
た
。

　
今
後
は
再
開
に
伴
い
、
第
２

波
、
３
波
の
感
染
拡
大
防
止
の

「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
」

を
も
と
に
運
用
し
て
い
る
。
今

後
、
国
の
防
災
基
本
計
画
や
県

の
地
域
防
災
計
画
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
合
わ
せ
修

正
し
て
い
く
と
考
え
る
。
本
町

も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
修
正
を
加

え
て
い
く
。

　
　
日
本
共
産
党
の
コ
ロ
ナ
対

策
の
緊
急
提
案
で
、
医
療
現
場

で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を

各
地
に
作
り
、
速
や
か
に
必
要

な
人
を
検
査
す
る
体
制
へ
の
転

換
を
、
学
校
現
場
で
は
柔
軟
な

対
応
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

少
人
数
学
級
実
施
や
教
職
員
拡

充
を
提
案
し
て
い
る
が
、
本
町

で
は
ど
う
考
え
る
か
。

た
め
、
体
調
管
理
、
マ
ス
ク
着

用
、
換
気
、
消
毒
な
ど
を
徹
底

し
つ
つ
、
三
密
を
避
け
た
万
全

の
対
策
で
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

町
で
の
対
策
は
。

６
月
に
厚
労
省
か
ら
積
極
的
勧

奨
の
差
し
控
え
が
行
わ
れ
、
７

年
が
経
過
。
周
知
は
、
接
種
勧

奨
で
は
な
く
正
確
な
情
報
を
提

供
す
る
為
で
あ
る
。
現
在
、
周

知
は
さ
れ
て
い
る
か
町
の
状
況

を
伺
う
。
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問 問

問

問

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

問

井
原
健
康
増
進
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

問

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
の
第
２
波
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
。
加
え
て
、
い
つ
地
震
が

お
き
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
の

中
避
難
者
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

や
十
分
な
換
気
、
間
仕
切
り
な

ど
災
害
時
の
感
染
症
対
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
本
町
の

「
地
域
防
災
計
画
」
に
避
難
所

災
害
時
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
は

危
機
管
理
課
長

　国
や
県
に
合
わ
せ
地
域
防
災
計
画
に
修
正
を
加
え
て
い
く

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
は

健
康
増
進
課
長

　中
学
１
年
生
の
春
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
る

　
　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
町
独
自
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
い
ち
早

く
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
日
本

共
産
党
は
感
謝
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
時
点
で
国
や
県
の
取

り
組
み
が
及
ば
ず
、
町
内
で
も

ま
だ
ま
だ
支
援
を
必
要
と
す
る

声
が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
第
２
波
へ
の
対
応
も
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
声
に
町

は
ど
う
応
え
る
か
。

　
　
高
齢
者
は
コ
ロ
ナ
自
粛
で

運
動
機
会
が
減
り
、
フ
レ
イ
ル

の
方
が
増
え
て
い
る
。
フ
レ
イ

ル
は
活
動
の
低
下
や
認
知
症
で

日
常
生
活
へ
支
障
を
き
た
し
、

さ
ら
に
多
く
の
支
援
を
必
要
と

す
る
。
予
防
や
改
善
の
た
め
、

コ
ロ
ナ
関
連
の
町
独
自
の
取
り
組
み
は

町
長

　そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
連
携
を
担
い
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
く

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
は

保
健
福
祉
課
長

　万
全
の
感
染
対
策
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

で
の
感
染
症
対
策
を
加
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の

地
域
防
災
計
画
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す

る
避
難
者
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

や
間
仕
切
り
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
記
載
は
な
い
が
、
現

在
国
や
県
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時

に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

や
女
性
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
配
慮
し
避
難
所
を
運
営

し
て
い
く
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
は
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
感

染
が
主
な
原
因
で
、
こ
の
感
染

を
予
防
す
る
た
め
に
は
Ｈ
Ｐ
Ⅴ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
と
な

る
。
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
小

学
６
年
生
〜
高
校
１
年
生
を
対

象
と
し
て
定
期
接
種
と
な
り
公

費
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
２
０
１
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
種
が

推
奨
さ
れ
る
年
齢
と
な
る
中
学

１
年
生
の
春
に
１
度
だ
け
厚
労

省
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
予
診
票
を
同
封
し
送
付
し
て

い
る
。
接
種
率
は
現
在
１
割
以

下
で
か
な
り
低
い
接
種
率
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
本
町
で
は
早
急
に

実
施
を
要
す
る
経
済
的
影
響
へ

の
緩
和
対
策
に
応
援
給
付
金
事

業
を
、
商
工
業
者
等
の
今
後
の

経
済
拡
大
対
策
に
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
販
売
事
業
を
位
置
づ
け

て
い
る
。

　
国
も
様
々
な
支
援
施
策
や
救

援
措
置
を
打
ち
出
す
が
、
実
施

の
ス
ピ
ー
ド
に
少
々
感
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
国
や
県
に
速
や

か
な
実
施
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
提
案
内
容
は
町
村

長
会
、
市
長
会
連
名
の
陳
情
で

県
へ
要
望
し
て
い
る
。
県
主
導

で
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
学
校
現
場
で
も
柔

軟
に
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
２
月

か
ら
各
種
教
室
の
休
止
、
自
粛

を
お
願
い
し
、
代
わ
り
に
自
宅

で
で
き
る
ミ
ニ
版
ま
ん
で
が
ん

　
　
女
性
目
線
に
立
っ
た
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
考
え
を
尋
ね

る
。

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

体
操
の
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
し
、
ま
た
、
口
腔
の

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
、
「
あ

い
う
べ
体
操
」
の
チ
ラ
シ
を
作

成
し
て
周
知
し
て
き
た
。

　
今
後
は
再
開
に
伴
い
、
第
２

波
、
３
波
の
感
染
拡
大
防
止
の

「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
」

を
も
と
に
運
用
し
て
い
る
。
今

後
、
国
の
防
災
基
本
計
画
や
県

の
地
域
防
災
計
画
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
合
わ
せ
修

正
し
て
い
く
と
考
え
る
。
本
町

も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
修
正
を
加

え
て
い
く
。

　
　
日
本
共
産
党
の
コ
ロ
ナ
対

策
の
緊
急
提
案
で
、
医
療
現
場

で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を

各
地
に
作
り
、
速
や
か
に
必
要

な
人
を
検
査
す
る
体
制
へ
の
転

換
を
、
学
校
現
場
で
は
柔
軟
な

対
応
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

少
人
数
学
級
実
施
や
教
職
員
拡

充
を
提
案
し
て
い
る
が
、
本
町

で
は
ど
う
考
え
る
か
。

た
め
、
体
調
管
理
、
マ
ス
ク
着

用
、
換
気
、
消
毒
な
ど
を
徹
底

し
つ
つ
、
三
密
を
避
け
た
万
全

の
対
策
で
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

町
で
の
対
策
は
。

６
月
に
厚
労
省
か
ら
積
極
的
勧

奨
の
差
し
控
え
が
行
わ
れ
、
７

年
が
経
過
。
周
知
は
、
接
種
勧

奨
で
は
な
く
正
確
な
情
報
を
提

供
す
る
為
で
あ
る
。
現
在
、
周

知
は
さ
れ
て
い
る
か
町
の
状
況

を
伺
う
。
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問 問

井
原
健
康
増
進
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

宮
脇
地
域
整
備
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

浅
野
総
務
課
長

問 問

問

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

　
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
病

気
が
原
因
で
腹
壁
に
人
口
肛
門

膀
胱
を
持
つ
人
の
国
際
的
な
名

称
で
あ
る
。
困
っ
て
い
る
こ
と

は
、
汚
れ
た
（
パ
ウ
チ
）
身
体

を
洗
う
設
備
が
な
い
、
水
し
か

で
な
い
。
一
定
時
間
ご
と
に
、

便
、
尿
を
排
出
し
た
際
に
パ
ウ

チ
を
き
れ
い
に
洗
浄
し
な
い
と
、

細
菌
等
の
感
染
に
よ
り
命
を
脅

か
さ
れ
る
通
常
の
ト
イ
レ
で
は

な
か
な
か
対
応
す
る
こ
と
が
で

オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
を

地
域
整
備
課
長

　中
央
公
園
の
ト
イ
レ
に
対
応
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
予
定

そ
の
後
の
、
か
か
り
つ
け
医
の
普
及
啓
発
は

健
康
増
進
課
長

　医
療
機
関
で
も
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
啓
発
し
て
い
る

　
　
宇
多
津
町
で
は
０
歳
児
か

ら
高
校
生
の
父
母
な
ど
に
児
童

一
人
に
つ
き
３
万
円
、
児
童
扶

養
手
当
受
給
資
格
者
児
童
一
人

に
つ
き
５
万
の
給
付
金
を
支
給

し
て
い
る
。
町
長
に
よ
る
政
治

的
判
断
に
よ
る
素
早
い
対
応
で

す
が
今
後
第
２
波
、
３
波
の
可

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
の
給
付
金
に
よ
る
経
済
的
緩
和
を

総
務
課
長

　直
接
必
要
な
消
費
に
充
て
る
こ
と
は
緩
和
の
効
果
は
あ
る

町
内
事
業
者
に
対
し
て
の
支
援
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　適
正
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

き
な
い
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る

た
め
に
、
配
慮
し
た
ト
イ
レ
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ト
イ
レ
は

ど
こ
に
何
か
所
設
置
。
人
が
多

く
集
ま
る
施
設
、
公
園
な
ど
の

ト
イ
レ
工
事
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
館

を
所
管
し
て
い
る
教
育
委
員
会

と
相
談
し
て
設
置
の
必
要
性
に

　
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
か
か
り
つ
け
医

が
疑
い
の
あ
る
患
者
を
見
つ
け

た
場
合
、
保
健
所
を
通
さ
ず
医

師
会
が
指
定
し
た
病
院
診
療
所

で
検
体
を
取
り
民
間
機
関
へ
検

査
を
依
頼
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

オストメイト対応型トイレ

　
　
災
害
時
に
お
け
る
装
具
を

利
用
し
て
い
る
方
の
避
難
所
で

の
ト
イ
レ
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
末

に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

世
帯
に
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
と
国

保
だ
よ
り
の
中
に
毎
年
「
か
か

り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

病
歴
や
体
質
な
ど
を
把
握
し
て

く
れ
、
治
療
効
果
も
あ
が
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
公

共
施
設
の
設
置
は
「
う
た
づ
海

ホ
タ
ル
、
網
の
浦
交
流
セ
ン
タ

ー
、
庁
舎
本
館
、
西
館
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
５
か
所
。

港　　一紫　議員
みなと　　   かず  し

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
町
内
事
業
者
に
対
し
て
の

支
援
は
。

た
。
持
つ
こ
と
で
、
自
身
の
日

々
の
健
康
を
維
持
、
監
視
、
地

域
医
療
を
守
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の

後
、
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
は
。

な
ど
の
説
明
を
プ
ラ
ス
し
て
掲

載
し
て
い
る
。
坂
出
医
師
会
の

医
療
機
関
に
お
い
て
も
持
つ
こ

と
の
必
要
性
を
啓
発
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
本
年
度
中
に
中
央
公
園
の
ト

イ
レ
建
替
え
工
事
で
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
型
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
経
済
的
緩
和

を
直
接
的
な
指
標
に
よ
る
評
価

す
る
の
は
難
し
い
。
受
給
者
は

給
付
金
を
直
接
必
要
な
消
費
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

能
性
も
あ
る
が
経
済
的
緩
和
を

町
行
政
と
し
て
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。

充
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
経
済
的

緩
和
の
効
果
は
あ
る
と
考
え
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
も
実

施
す
る
な
ど
経
済
的
波
及
効
果

に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　            

　
独
自

支
援
と
し
て
香
川
県
の
休
業
要

請
へ
の
協
力
金
の
上
乗
せ
給
付

や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
を

行
い
、
財
源
と
し
て
国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
が
各
自
治
体

へ
、
当
町
は
５
８
０
０
万
円
配

分
さ
れ
、
配
分
額
の
査
定
に
財

政
力
が
加
味
さ
れ
、
住
民
一
人

当
た
り
の
額
は
県
内
一
番
低
く

な
っ
て
い
る
。

　
国
に
対
し
て
感
染
対
策
の
目

的
の
も
と
適
正
に
配
分
さ
れ
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
。
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問 問
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委員会審議「『ICT教育』パソコン購入」
町政を問う「奨学金の返済支援制度」ほか
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5

　
暑
い
季
節
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
暑
さ
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
こ
と
、
ま
た
、
大
雨
や
洪
水
に

対
し
て
も
備
え
が
必
要
で
す
。
普
段
の

夏
よ
り
気
苦
労
が
絶
え
な
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
熱
中
症
に
は
こ
ま
め
な
水

分
補
給
を
、
災
害
に
は
、
非
常
用
持
出

袋
な
ど
、
緊
急
時
の
備
え
を
日
ご
ろ
か

ら
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
対
策
し
、
こ

の
夏
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
ま
で
の
も
の
、
新
し
い
も
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
い
い
と
こ
ろ
を
新
し
い
生
活

様
式
に
合
わ
せ
て
、
町
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
神
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宏
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長
　
宮
本
　
　
隆

「議会だよりモニター中止」のお詫び
　昨年度募集しておりました「議会だよりモニター」に
つきましては、皆様からの幅広いご意見を伺えるよう、
規則等を再検討いたします。ご応募いただきました皆様
には、ご迷惑をおかけしまして申し訳ありませんでした。

表紙の説明

　感染予防に配慮した避

難所運営のため、避難所

で活用する間仕切りダン

ボールやテントの設営の

訓練に職員が取り組んで

いる写真です。


